
一

第
五

十

九
号
議
案
　
東
京
都
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

第
五
十
九
号
議
案

東
京
都
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

右
の
議
案
を
提
出
す
る
。

　
　

令
和
四
年
二
月
十
六
日

�

提
出
者　
　

東
京
都
知
事　
　

小　
　

池　
　

百　
　

合　
　

子　
　
　
　
　

東
京
都
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

東
京
都
駐
車
場
条
例
（
昭
和
三
十
三
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
七
条
第
一
項
第
二
号
中
「
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二　

鉄
道
に
関
す
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
三
年
国
土
交
通
省
令
第
百
五
十
一
号
）
第
二
条
第
七
号
に
規
定
す
る
駅
又
は
軌
道

　
　

法
施
行
規
則
（
大
正
十
二
年
内
務

鉄
道
省
令
）
第
九
条
第
一
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
停
留
場
（
以
下
こ
れ
ら
を
「
鉄
道
駅
等
」
と
い
う
。
）
か
ら

　
　

お
お
む
ね
半
径
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に
お
い
て
、
知
事
が
地
区
特
性
に
応
じ
た
基
準
に
基
づ
き
、
必
要
な
駐
車
施
設
の
附
置
の
確
保
が

図
ら
れ
て
い
る
と
認
め
る
場
合

　

第
十
七
条
の
二
第
一
項
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二　

鉄
道
駅
等
か
ら
お
お
む
ね
半
径
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に
お
い
て
、
知
事
が
地
区
特
性
に
応
じ
た
基
準
に
基
づ
き
、
必
要
な
荷
さ
ば
き

の
た
め
の
駐
車
施
設
の
附
置
の
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
と
認
め
る
場
合

　

第
十
七
条
の
三
第
二
号
中
「
前
号
」
を
「
前
二
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二　

鉄
道
駅
等
か
ら
お
お
む
ね
半
径
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に
お
い
て
、
知
事
が
地
区
特
性
に
応
じ
た
基
準
に
基
づ
き
、
必
要
な
駐
車
施
設

の
附
置
の
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
と
認
め
る
場
合
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二

　

第
十
七
条
の
四
第
一
項
第
三
号
中
「
前
二
号
」
を
「
前
三
号
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項

第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二　

鉄
道
駅
等
か
ら
お
お
む
ね
半
径
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
に
お
い
て
、
知
事
が
地
区
特
性
に
応
じ
た
基
準
に
基
づ
き
、
必
要
な
荷
さ
ば
き

の
た
め
の
駐
車
施
設
の
附
置
の
確
保
が
図
ら
れ
て
い
る
と
認
め
る
場
合

　

第
十
七
条
の
八
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

（
駐
車
施
設
の
附
置
等
に
関
す
る
特
例
）

第
十
七
条
の
八　

特
別
区
又
は
市
が
、
次
に
掲
げ
る
区
域
内
に
お
い
て
、
建
築
物
を
新
築
し
、
増
築
し
、
又
は
用
途
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
者
が

附
置
す
べ
き
駐
車
施
設
又
は
荷
さ
ば
き
の
た
め
の
駐
車
施
設
に
関
す
る
条
例
を
定
め
た
場
合
で
あ
つ
て
、
当
該
区
域
が
駐
車
場
整
備
地
区
等
、
周

辺
地
区
及
び
自
動
車
ふ
く
そ
う
地
区
内
に
存
す
る
と
き
は
、
当
該
区
域
内
に
お
い
て
は
、
第
十
七
条
か
ら
第
十
七
条
の
五
ま
で
の
規
定
は
適
用
し

な
い
。

　

一　

都
市
の
低
炭
素
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
八
十
四
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
区
又
は
市
が
作
成
し

た
低
炭
素
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
同
条
第
三
項
第
一
号
に
規
定
す
る
集
約
駐
車
施
設
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
お
け
る

同
号
に
規
定
す
る
駐
車
機
能
集
約
区
域

　

二　

都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
区
又
は
市
が
作
成
し
た
都
市
再
生
整
備
計
画
（
同
条
第
十
四
項
第
三
号
ハ

に
規
定
す
る
集
約
駐
車
施
設
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
お
け
る
同
条
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
滞
在
快
適
性
等
向

上
区
域

　

三　

都
市
再
生
特
別
措
置
法
第
八
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
特
別
区
又
は
市
が
作
成
し
た
立
地
適
正
化
計
画
（
同
条
第
六
項
第
三
号
に
規
定

す
る
集
約
駐
車
施
設
に
関
す
る
事
項
が
記
載
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
に
お
け
る
同
項
第
一
号
に
規
定
す
る
駐
車
場
配
置
適
正
化
区
域

　

第
十
七
条
の
九
第
二
項
中
「
前
項
の
」
を
「
同
項
の
」
に
改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
駐
車
機
能
集
約
区
域
の
」
を
「
前
条
各
号
に
掲
げ
る
区
域

の
」
に
、
「
当
該
駐
車
機
能
集
約
区
域
内
」
を
「
当
該
区
域
内
」
に
、
「
前
条
」
を
「
同
条
」
に
改
め
る
。

　

第
十
八
条
の
二
中
「
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
駐
車
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
」
を
削
り
、
「
敷
地
外
に
」
の
下
に



三

第
五

十

九
号
議
案
　
東
京
都
駐
車
場
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

「
駐
車
施
設
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
者
又
は
前
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
」
を
加
え
る
。

　

第
十
九
条
の
二
第
一
項
第
一
号
中
「
定
め
ら
れ
て
い
る
区
域
」
の
下
に
「
、
鉄
道
駅
等
か
ら
お
お
む
ね
半
径
五
百
メ
ー
ト
ル
以
内
の
区
域
」
を
加

え
る
。

　
　
　

附　

則

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２　

こ
の
条
例
の
施
行
前
に
し
た
行
為
に
対
す
る
罰
則
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

（
提
案
理
由
）

　

地
域
の
特
性
に
応
じ
た
駐
車
場
整
備
の
更
な
る
促
進
を
図
る
た
め
、
鉄
道
駅
等
の
周
辺
の
区
域
に
お
け
る
駐
車
施
設
の
附
置
義
務
の
例
外
に
関
す

る
規
定
を
新
た
に
設
け
る
ほ
か
、
所
要
の
改
正
を
行
う
必
要
が
あ
る
。


